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D 15 児童と母親における被服色彩の嗜好性に関する研究（第2 報）
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目的：衣服や色の嗜好の形成に関して、母子関にどのような関係が存在し、影響を与える

のであろうか。母親の行動特性を把握し、児童の嗜好性や嗜好の関係を明らかにするため

にヽ本報では母親｡自身の生活行動特性と衣服や色の嗜好性との関係について報告する。

方法：児童（5・６年生）とその母親を対象に色彩の嗜好性や生活行動等についての調査

を実施した。調査は、親子に同一のナンバーの用紙を用いて分析時に組に出来るように設

定した。何れも質問紙調査法で、母親は託送調査である。実施時期：昭和6 2年1 1月中

旬～下旬。調査数：2 9 2組（セット回収率　81.5!! ）。調査地域：大阪府堺市。調査対象

校：大阪府堺市立Ｈ小学校。主たる質問項目は、生活行動の特性や色の嗜好、衣服の嗜好

等につての項目である。集計分析は、分散分析、クロス分析、数量化Ｕ類等である。

結果：①「子供の性別」に関して、男子を持った母親は「子供会など世話を引き受ける」

方がやや多く（P<0.10）、女子を持った母親は「入学式や卒業式に着て行くか」を友人に

相談して決めるより、一人で決める方がやや多く認められた（P<0. 10）。②「入学式や卒

業式に着て行くか」と関係する項目を求めるとr母親自身が着たい服の色Jが認められ

る。これは、「好きな色」より関係があると考えられ、着用行動に消極的あるいは慎重な

性格が表れているものと推察される。また、昨年報告した色と性格との関係と整合性が認

められる。③「年齢」とは、「好きな服の感じ」・「子供会の世話」「何を着て行くかの

相談について」「待ち合わせのタイプ」と関係が認められる。これらから、母親の生活行

動の特性、特に外的な関係が子供との間に持ち込まれていることが示唆される。
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　　女子短大生の衣生活の意識傾向に間する研究

その２　生活の中の関心度と衣生活の意識について
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目的：日常生活の興味・関心や衣生活の意識は、パーソナリティによって枠組みや方向付

けがなされると考えられる。そこで、両者の関係を明らかにすることから、被服行動の理

論化や要因が明らかになろう。本稿では、衣生活意識の傾向を探ることを目的とする。

方法：昭和6 2年７月上旬に女子短大生　180名（18才～21才　）を対象に質問紙調査法によ

る集合調査を実施した。有効回答数は、177名（98.33;）であった。主たる調査項目は、生

活の中の関心、衣生活の意識に関する項目の５段階評価・態一度とブランド商品の所持状況

である。調杢に前後して、被験者にはＹＧ性格検査を集団･で実施してある。分析には、ク

ロス分析、分散分析、Ｔ検定、因子分析、数量化Ｕ類、数量化Ⅲ類の各手法を用いた。

結果：①「服装が生活のレベル」を表していると考え、「T P 0 に合わせた服装を」と考

えている学生は、生活の興味・関心の項目の中で、「部屋を飾ること」とも関係する。

@ 「通学服にをスポーティな服」や「一般的な抵抗のない服」を肯定している人は、「ス

ポ-ツに興味・関心」がある。③「服装で人の生活程度を判断する」割りには「目立たな

い服装を好み」「流行の服は安心」し「服には細心の注意」を払う学生は、「食べ歩き」

に対しても関心を持っていると考えられる。ま& @･「通学服にスポーティ」な服を好み。

「周囲と同じような服装」を「高くてもブランドもの」をと考えている人は、「ヘヤース

タイルに凝る傾向が伺える。⑤「来客には服装を替えてから」と考えて、「通学にタンク

トップの着用」を肯定している学生は「ネックレスなどの装飾品」を多く持つ傾向がる。

以上のように、生活意識と衣生活意識には一定の関係が認められる。


